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議案番号 件　　名 提出日

議案第1号 安芸市教育研究所運営委員会委員の委嘱について R6.4.25

議案第2号 令和6年度安芸市奨学金貸与者の選考について R6.4.25

議案第3号 安芸市いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について R6.5.31

議案第4号 安芸市いじめ問題専門委員会委員の委嘱について R6.5.31

議案第5号 安芸市教育振興基本計画策定委員会委員の委嘱について R6.5.31

議案第6号
安芸市社会教育委員及び安芸市公民館運営審議会委員の委嘱について
（報告） R6.5.31

議案第7号
安芸市社会教育委員及び安芸市公民館運営審議会委員の委嘱について
（提案） R6.5.31

議案第8号 安芸市文化財保護審議会委員の委嘱について R6.6.28

議案第9号 安芸市歴史民俗資料館運営委員の委嘱について R6.6.28

議案第10号 安芸市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員の委嘱について R6.6.28

議案第11号 令和7年度以降使用中学校教科用図書の採択の承認について R6.7.26

議案第12号 令和6年度安芸市一般会計補正予算（第4号）について R6.11.29

議案第13号 令和5年度安芸市教育委員会自己点検・評価について R6.11.29

議案第14号
安芸市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則の一部を改正する
規則について R7.1.31

議案第15号
安芸市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について R7.1.31

議案第16号 安芸市社会教育指導員規則の一部を改正する規則について R7.1.31

議案第17号 権利の放棄に関する件について R7.1.31

議案第18号 安芸市いじめ防止基本方針（第二次改定）について R7.2.28

議案第19号 令和6年度安芸市一般会計補正予算（第7号）について R7.2.28

議案第20号 令和7年度安芸市一般会計予算について R7.2.28

議案第21号 安芸市学校給食費に関する規則の一部を改正する規則について R7.2.28

議案第22号 第３期安芸市教育振興基本計画の承認について R7.3.19

議案第23号
安芸市放課後児童支援員のキャリアアップによる会計年度任用職員の
給料等の調整額の支給に関する規則の一部を改正する規則について R7.3.28

議案第24号 安芸市教育委員会職務決裁規程の一部を改正する訓令について R7.3.28

議案第25号 令和7年度教育行政方針の承認について R7.3.28

議案第26号 市民館運営審議会委員の委嘱について R7.3.28



【総務費】

１（項）総務管理費 １０（目）市民会館費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

9,217 834 10,060 0 9,870 1,755 8,115

  （節名称） （金額）

報酬 4,327
職員手当等 1,562
需用費 2,790
委託料 525

【事業効果】

１．大ホールを中心に、市の主要文化事業の開催や市民各層の芸術文化活動の拠点となり、会館としての機能を果たした。
２．各種研修会等が開催され、文化の向上、福祉の増進など生涯学習の充実が図られた。

【主な費用概要】 【事業内容】

会計年度任用職員報酬 芸術文化の振興及び生涯学習推進の拠点となる大ホール及び会議室の貸館業務を
行った。
 　１．会館使用の許可及び使用料の徴収に関すること。
 　２．会館の管理運営に関すること。

会計年度任用職員期末手当

光熱水費

施設保守管理委託

２（款）総務費

市民会館施設管理費 生涯学習課　生涯人権学習係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【民生費】
１（項）社会福祉費 ６（目）社会福祉施設費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

9,988 1,003 11,120 0 10,715 5,405 9 5,301

  （節名称） （金額）

報酬 4,452
職員手当等 1,544
報償費 785
需用費 2,143
委託料 604
工事請負費 786

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

9,500 0 9,500 0 7,595 7,595 0

  （節名称） （金額）

工事請負費 146
工事請負費 124
工事請負費 7,326

【事業効果】

・市民館及び関連設備の適切な維持管理を図ることができた。
・地域住民の憩いの場である児童遊園の人工芝張替え工事が完了し、安全・快適な利用環境を提供することができた。

【主な費用概要】 【事業内容】

市民館放送スピーカー配線移設・付替え工事 ・放送用通信ケーブルを共架している電力柱の建替えに伴う移設及び、前年度の台
風の影響で垂れ下がった通信ケーブルの付替え緊急工事
・公衆トイレの電源引込柱腐食のための引込開閉器盤の移設及び既設ポールの撤
去・ 処分
・別館前児童遊園の人工芝張替え工事

市民館公衆トイレ電源引込移設工事

市民館別館前児童遊園人工芝張替え工事

福祉の向上や人権啓発の拠点となる開かれたコミュニティセンターとして、地域に密着した生活上の各種相談事業をはじめ、地域住民の健康相談や同和問題をはじめとする人
権課題の啓発、また地域交流促進事業による教室等の開催及び西浜公民館・自主防災組織と協働で地域活動を総合的に行い、地域住民の福祉の向上につながった。また各
種講座やイベント実施を地域外にも広く周知させたことで、周辺地域からの参加もあり、交流することができた。
本館にWi-Fi環境を整備し、施設利用者の利便性向上を図った。

隣保館管理運営事業≪繰越≫ 生涯学習課　市民館

繰越予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

運営審議会委員・会計年度任用職員報酬 １．基本事業として、相談活動、人権啓発、市税等の受入、交流・イベント、その他
（施設の利活用、自主防災組織等との協働）事業を実施した。
２．特別事業として、デイサービス事業、地域交流事業を実施した。
３．本館・別館のほか市民館関連の施設・設備の適切な維持管理。

会計年度任用職員期末勤勉手当

各教室講師

光熱水費他

床ワックスかけ清掃委託他

本館公衆無線ＬＡＮ環境整備工事他

３（款）民生費

隣保館管理運営事業 生涯学習課　市民館

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費



【教育費】
１（項）教育総務費 １（目）教育委員会費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

2,133 0 2,133 0 2,103 2,103

  （節名称） （金額）

報酬 1,996
報償費 27
負担金補助及び交付金 80

【事業効果】

１（項）教育総務費 ２（目）事務局費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

8,856 △ 4,983 3,844 0 2,823 83 5 2,735

  （節名称） （金額）

報酬 643
教育長交際費 交際費 277

需用費 870
役務費 88
使用料及び賃借料 408
負担金補助及び交付金 246

【事業効果】

教育委員会事務局の事務の効率的な運営がなされた。
通学用ヘルメット補助金により、保護者の負担が軽減されるとともに、生徒が安全に通学することができるようになった。（対象者82名）

【主な費用概要】 【事業内容】

保幼小中高連携コーディネーター報酬 ・保幼小中高連携コーディネーター報酬の支払い
・教育委員会事務局の経費
・学校保育連絡支援システム利用料
・各負担金、補助金の支払い
・共同学校事務室の経費

教育委員会事務局消耗品費他

学校保育連絡支援システム利用料他

デジタル複合機賃貸借　他

安芸市小中学校ヘルメット購入費補助金

教育行政の基本方針や重要事項を審議するため教育委員会及び外部評価委員会を開催し、教育の機会均等、教育水準の維持向上、地域教育の振興を図った。

１０（款）教育費

教育委員会事務局事務費 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

教育委員報酬（4名）他 ・教育委員会を開催した。　（定例会12回・臨時会1回）
・外部評価委員会を開催した。　（2回）教育委員会外部評価委員会委員報償（3名）

安芸郡市町村教育委員会連絡協議会負担金

１０（款）教育費

教育委員会事務費 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

7,678 △ 2,239 5,439 0 5,360 5,360 0

  （節名称） （金額）

報酬 3,891
職員手当等 1,355
旅費 114

【事業効果】

１（項）教育総務費 ３（目）育英事業費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

5,040 △ 780 4,260 0 4,253 1,260 2,993

  （節名称） （金額）

需用費 3,893
貸付金 360

【事業効果】

児童生徒の自発的な学習活動を支援し、読書活動を通じて豊かな人間性や感性、読解力などを育むことができるよう、学校図書館図書の一層の充実が図られた。
奨学資金貸付によって教育機会の均等を図った。

【主な費用概要】 【事業内容】

学校図書費 ・学校図書館図書購入費（各学校へ配当）
・奨学資金の貸付（大学1名）奨学資金貸付金

学校現場からの相談対応や実務的な支援を行い、情報教育の推進を図った。
情報教育推進委員会にて、資料の各種調査や集計、精査を行い、教職員との円滑な情報共有を図った。

１０（款）教育費

育英事業費 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

ICT支援員（3名）　職員報酬 ・学校におけるタブレット等を活用した教材や資料作成等の補助
・ICTを活用した授業における教職員および児童生徒へのサポート
・電子黒板やプリンタ等の情報機器不具合時の対応

ICT支援員（3名）　期末勤勉手当

ICT支援員（3名）　通勤手当等

ICT支援員配置事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

1,800 0 1,800 0 1,795 1,795

  （節名称） （金額）

負担金補助及び交付金 1,795

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

3,000 △ 1,000 2,000 0 367 366 1

  （節名称） （金額）

負担金補助及び交付金 367

【事業効果】

児童生徒の受検機会を拡大し、学習意欲を高めるとともに、英語、漢字、数学の能力向上及び家庭における学習習慣の定着を図った。

【主な費用概要】 【事業内容】

検定料補助金 ・安芸市内に在住する、小学校及び中学校に在籍する児童及び生徒が受検する英
語検定、漢字検定、算数・数学検定の検定料について補助した。（82件）

安芸市に住所を有し、現に就労する者に対し、大学等の就学による奨学金等の返還に要する費用を補助することにより、本市における生活を支援し、若年者の移住定住を促進
することによる地域活性化を図った。

検定受検支援事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

奨学金返還支援補助金 ・前年度の奨学金返還について補助した。（16名、23歳～36歳）

奨学金返還支援事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



１（項）教育総務費 ４（目）教育指導費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

29,792 △ 300 29,399 0 27,694 27,694

  （節名称） （金額）

報償費 816
旅費 295
需用費 22,449
使用料及び賃借料 2,263
負担金補助及び交付金 1,786

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

6,674 684 7,451 3,651 3,651 3,651

  （節名称） （金額）

報酬 1,489
職員手当等 512
需用費 1,253
役務費 113
使用料及び賃借料 92

【事業効果】

市内各校の長期欠席・不登校の児童生徒の状況や取組の報告などについて情報共有を行うほか、不登校の未然防止に向けた学習会を行い安芸市全体の不登校対応への取
組の充実を図った。
ふれあい教室では、ふれあい教室通室生と一般児童生徒及び地域の方々との交流活動である「野生塾」を年間７回実施し、通室生のコミュニケーション能力・思いやり・バランス
のとれた人間関係等を高めることにつなげることができた。

【主な費用概要】 【事業内容】

教育支援センター支援員報酬 ・教育支援センター（ふれあい教室）の開催
  通室届（小学生12名・中学生9名）　　延べ515人通室
・運営委員会の開催
・不登校児童生徒実態調査の実施
・学校及び関係機関との協力、連携
・支援員以外の指導員等の経費については、地域教育振興支援事業から支出
・児童送迎用車両購入業務一式次年度繰越　3,651千円

教育支援センター支援員期末勤勉手当

消耗品費、光熱費他

電話料、公用車保険料他

モバイルWi-Fiレンタル料他

校内研究に係る条件を整備し、研修を保障することにより、教職員の意欲と資質の向上を図るとともに児童生徒の基礎学力や体力の伸長につながった。
体験活動などの校外学習を実施することにより、児童の学習理解を深めることにつながった。
教師用指導書や指導用教材を購入し、教育内容の充実を図った。特に令和６年度は、小学校用教科書の改訂があったことから、教師用指導書・教科書の入替を行った。

教育支援センター運営費 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

校内研修会等講師謝金 ・校内研修等の開催
・教師用指導書・教材の購入（小学校用教科書改訂有）
・校外学習等に係るバス借上料
・各種団体等への補助金・負担金

校内研修会等講師旅費

教師用指導書・教科書他

校外学習バス・タクシー借上料

安芸市教育研究会補助金他

１０（款）教育費

教育指導事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

12,866 △ 185 12,681 0 12,301 12,301

  （節名称） （金額）

報酬 10,722
旅費 8
需用費 36
委託料 436
負担金補助及び交付金 1,042

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

1,051 0 1,051 0 975 975

  （節名称） （金額）

報償費 975

【事業効果】

人間関係構築の課題や不登校及びその傾向にある児童生徒とその保護者に対し、専門家としての見地から適切に相談活動を行うことができた。
保護者からの面談要請も増加傾向にあるなか、子育てや学校教育への安心感につながっている。
校内支援会に参加し、専門的知見をもとに児童の特性や支援の仕方等についての助言で、個別の指導計画に基づく継続的な支援を行うことができた。
発達障害の疑いのある児童生徒について、医療機関へ相談する前段に保護者が気軽に相談できるシステムの一つとなっている。

【主な費用概要】 【事業内容】

スクールカウンセラー報償費（1名） ・市費スクールカウンセラーを安芸中学校に配置（1名）
・県費スクールカウンセラーを全校及びふれあい教室に配置（4名）
　相談延べ件数4,486件

ALT３名が市内小中学校を巡回訪問し、それぞれの発達段階に応じた授業を実施することで外国語の学力向上と定着を図った。
ALT２名が交代となったことで、これまでと異なる文化について児童生徒の興味関心を持たせることができた。

スクールカウンセラー配置事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

ALT報酬（3名） ・将来、国際社会で活躍する人材を育成するため、ALT3名を招致し、中学校におけ
る実践的な英語学習や小学校における外国語活動に取り組む。研修旅費

ALT用教科書・指導書他

新規者国内オリエンテーション

外国青年招致事業負担金

ＡＬＴ招致事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

620 0 620 0 335 335 0

  （節名称） （金額）

報償費 15
旅費 3
需用費 101
使用料及び賃借料 216

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

45,388 △ 7,076 38,337 0 38,309 38,309 0

  （節名称） （金額）

報酬 27,878
職員手当等 8,832
旅費 1,541

【事業効果】

特別な配慮を必要とする児童生徒への早期からの一貫した支援のため、支援員と教員が連携し、個々の心身の発達や障害の状態について共通理解のもと、適切な指導を行う
ことで、一人ひとりの教育的ニーズに対応した。

【主な費用概要】 【事業内容】

会計年度任用職員報酬 ・市内小中学校8校（下山小学校以外）に特別支援教育支援員22名を配置し、特別
な配慮が必要な児童生徒の支援体制の充実を図る。会計年度任用職員期末勤勉手当

会計年度任用職員通勤手当

高知県の豊かな森林環境を子どもたちに気づかせ、その体験学習を通して生きる力を育むことができた。

特別支援教育支援員配置事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

山の学習講師謝金 ・椎茸栽培や学校林の整備を行った。（下山小学校、4人）
・木工クラフト体験を行った。（井ノ口小学校、33人）
・万華鏡づくりや木工クラフトを行った。（土居小学校、45人）

山の学習講師旅費

山の学習教材費

校外学習バス借上料

山の学習支援事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

4,746 0 4,746 0 3,853 3,853 0

  （節名称） （金額）

報償費 3,847
需用費 6

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

1,083 0 1,083 0 811 811

  （節名称） （金額）

委託料 811

【事業効果】

児童生徒の学力の実態や課題、生活実態との関連等を分析したデータ結果から、各学校の課題が明らかになり、学習指導の充実・指導方法の工夫改善に活かすことができた。
調査結果から児童生徒一人ひとりの学力や学習状況を把握することができ、個々の学力定着及び学力向上の取り組みに活用した。
各学年の経年分析を効果的に活用しながら授業改善に向けて組織的に取り組んだ。

【主な費用概要】 【事業内容】

令和6年度総合学力調査業務委託 ・学力調査の実施
小1～3　国語・算数
小4～6　国語・算数・理科
中1　　 　国語・数学・理科・社会
中2.3　 　国語・数学・理科・社会・英語

日々の支援活動や校内支援委員会、随時のケース会等を通じて、学校関係者（管理職・養護教諭・担任・支援員等）やスクールカウンセラー等と緊密に連携を図り、課題を抱え
る児童生徒や保護者からの相談対応、家庭訪問等をすることによって、経済面や生活環境の改善についての情報提供や保護者との関係づくり、相談者の気持ちにより添い、粘
り強く信頼関係を構築し、課題解決に努めた。
就学前の幼児が円滑に入学できるように保育所に定期的に訪問することで、子どもの様子を早期に把握し、小学校へつなげることができた。

到達度把握推進事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

スクールソーシャルワーカー報償費（3名） ・県からの委託事業
・社会福祉士等の専門的な知識を有するスクールソーシャルワーカー3名を配置し、
市内小中学校及び各保育所を訪問（拠点校：安芸第一小学校、安芸中学校）
　小中学校訪問　327回　1,399時間
　保育所訪問　　 119回　   312時間

文具購入費

スクールソーシャルワーカー活用事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

7,555 △ 79 7,476 0 7,287 2,696 4,591

  （節名称） （金額）

報酬 5,139
職員手当等 1,644
報償費 50
旅費 454

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

2,817 292 3,114 0 3,102 3,102

  （節名称） （金額）

報酬 1,905
職員手当等 719
旅費 23
需用費 298
委託料 157

【事業効果】

図書の分類、レイアウト、ブックカバーの装丁や修理を行うとともに、学校行事や季節に合わせた壁面飾り、新着コーナーを設ける等、子どもたちが読書に親しむきっかけづくりを
行った。

【主な費用概要】 【事業内容】

学校図書館支援員報酬 安芸中学校に学校図書館支援員を配置し、学校図書館の環境整備、図書館の利活
用及び読書週間の定着を促進。
安芸中学校向け学校図書管理システムの保守運用を行う。

学校図書館支援員期末勤勉手当

学校図書館支援員通勤手当

図書ラベル他消耗品費

学校図書館システム保守委託

不登校やその傾向のある児童生徒が学校復帰や社会的自立を目指せるよう、学習支援や居場所の提供等を図る「教育支援センター」において、不登校児童生徒の支援や進路
保障につながる取組を充実させることができた。
ふれあい教室通室生と一般児童生徒及び地域の方々との交流活動である「野生塾」や、物づくり体験及び自然体験活動などを実施することにより、様々な交流学習を充実させ、
児童生徒のコミュニケーション能力や自尊感情の向上につなげることができた。不登校未然防止に向けた取組として、全小中学校への学校訪問（毎月）や長期欠席児童生徒の
実態調査（年間４回）、教育支援センター運営委員会（年間４回 情報交流、学習会（2回））、学校現場にアウトリーチ型ＳＣ派遣などを計画通り実施することができた。

学校図書館読書環境整備事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

ふれあい教室指導員他 ・不登校児童生徒支援事業
　ふれあい教室開催、指導員等の報酬等（指導員3名、相談員1名）
・野生塾講師謝金他

ふれあい教室指導員等期末勤勉手当

講師謝金

ふれあい教室指導員等通勤手当

地域教育振興支援事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

21,299 △ 8,135 13,164 0 12,954 8,636 4,318 0

  （節名称） （金額）

報償費 12,954

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

2,768 0 2,768 0 1,835 1,222 613

  （節名称） （金額）

報償費 1,154
需用費 508
役務費 173

【事業効果】

学校・家庭・地域がそれぞれの役割と責任を自覚しつつ、地域全体で教育に取り組む体制づくり及び地域の活性化を図った。
地域の方による、部活動、書写などの指導により、教員の働き方改革につなげた。

【主な費用概要】 【事業内容】

地域コーディネーター・講師報償費 ・地域学校協働本部協議会の開催、事業の実施
　実施校　全小中学校9校
・地域の方による学習指導や児童の見守り

消耗品費

ボランティア保険料他

学力面に課題を抱える児童生徒に、つまずきに早期に対応した補充学習や学習機会を提供し、学力の底上げを図った。

地域学校協働本部事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

放課後等学習支援員報償 ・授業中の児童生徒の見取りや学習支援、放課後、夏季休暇等を活用した加力学習
指導の実施
　実施校　小学校6校（川北・土居・井ノ口・安芸第一・穴内・赤野）、中学校1校（安
芸）
　支援員21名　延べ8,753時間配置

放課後等学習支援事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

0 592 592 0 583 583 0

  （節名称） （金額）

報償費 35
旅費 169
需用費 337

使用料及び賃借料 使用料及び賃借料 4
負担金補助及び交付金 38

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

3,815 △ 2,895 920 0 900 900

  （節名称） （金額）

報酬 900

【事業効果】

R５年度に小学校８校に設置、R６年度には統合した中学校にも設置したことにより、市立全小中学校での設置が完了し、学校や地域の課題解決に向け協議を実施した。
地域総掛かりで学校運営や子どもを見守り育てることを推進した。

【主な費用概要】 【事業内容】

学校運営協議会委員報酬 ・保護者や地域住民等が目標の実現に向けて教育活動を点検・評価を行い、教育活
動の充実に向けて協議するなど学校運営に参画する体制づくりを行う。
・運営協議会33回（小中学校9校）

学校安全担当者が中心となって「高知県安全教育プログラム」等に基づいた授業を計画的に実践し、自分の命は自分で守り、自ら考え安全に行動できる児童生徒の育成を図る
ことができた。
避難訓練では各校の立地状況に合った様々な場面や災害状況を設定した訓練を実施し、実施後は危機管理マニュアルの見直しを行うことができた。
視察研修に積極的に参加した結果、教職員の防災意識を高めることができた。

コミュニティスクール推進事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

学校防災アドバイザー謝金 ・全校研究授業の実施
・防災アンケートの実施（年間２回）
・防災DAYキャンプの実施
・311教訓伝承・被災地視察研修への参加
・安全教育研究発表会の開催
・高知県学校安全総合支援事業成果発表会への参加

学校防災アドバイザー旅費等

消耗品費

視察研修参加費

学校安全総合支援事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



１（項）教育総務費 ５（目）教育研究所費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

3,822 289 4,111 0 3,799 3,799

  （節名称） （金額）

報酬 2,197
職員手当等 823
報償費 33
旅費 32
需用費 272
使用料及び賃借料 434

【事業効果】

２（項）小学校費 １（目）学校管理費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

6,317 0 6,317 0 4,883 4,883

  （節名称） （金額）

扶助費 4,883

【事業効果】

経済的な理由から就学困難な児童に対し学校給食費を援助し、義務教育の円滑な実施を行った。

【主な費用概要】 【事業内容】

学校給食費の援助費 認定者102名に対する学校給食費の援助

学校の研究推進について講師派遣や先進校視察研修などへのサポートを行い、授業改善につなげ、その取組みを市全体へ発信し、他校の実践にも活かされた。
保護者の困り感を聞くことで、教育支援センターへの通室や他関係機関へ繋げるなど、児童生徒の居場所づくりに務めた。
毎月全小中学校を訪問し、不登校児童についての情報共有を行った。
学校の要請に応じ、OR型SCを派遣し、児童生徒の観察やカウンセリング及び保護者のカウンセリング等を行い、困り感に寄り添ったアドバイスを行った。

１０（款）教育費

要保護・準要保護児童就学奨励費（給食） 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

教育研究所長報酬 教育上の諸課題の解決と市の教育振興を図る。
・教育研究所運営委員会の開催（3回）
・臨時的任用教員研修、新任教員フィールドワーク研修の実施
・アウトリーチ型スクールカウンセラーの派遣
・教育相談活動
・研究協力校への補助（5校）

教育研究所長期末勤勉手当

運営委員会委員報償費

教育研究所長通勤手当他

消耗品費・印刷製本費

研究協力校補助金他

１０（款）教育費

教育研究所管理運営費 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

527 0 527 0 246 123 123

  （節名称） （金額）

扶助費 246

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

11,884 1,122 13,014 0 12,950 5,821 7,129

  （節名称） （金額）

報酬 9,488
職員手当等 3,178
旅費 284

【事業効果】

教員が本来の教育活動に専念できるよう専門性を必要としない業務を代わって行うことで、教員の業務負担軽減を図るとともに、児童への指導や教材研究等に注力できる体制
が推進された。

【主な費用概要】 【事業内容】

教員業務支援員報酬 小学校6校に1名ずつ配置し、教員の専門性を有しない業務（コピー・教材づくり・電
話対応・データ入力・集計作業など）を支援した。
・安芸第一小　11ヶ月　週30ｈ　　・土居小　　11ヶ月　週30ｈ
・井ノ口小　　　11ヶ月　週30ｈ　　・川北小　　11ヶ月　週30ｈ
・下山小　　　　11ヶ月　週30h　　・伊尾木小　11ヶ月　週30h

教員業務支援員期末勤勉手当

教員業務支援員通勤手当

安芸市立小学校の特別支援学級に在籍する児童に対して、給食費の実費分の半額を援助し、保護者の経済的な負担の軽減を図った。

小学校教員業務支援員活用事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

学校給食費の援助費 認定者10名に対する学校給食費の実費半額分援助

特別支援教育就学奨励費（給食） 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

105,507 10,502 116,001 10,000 84,729 3,100 4,645 76,984

  （節名称） （金額）

給料 14,965
需用費 28,324
役務費 2,375
委託料 9,620
工事請負費 13,360
備品購入費 2,537

【事業効果】

２（項）小学校費 ２（目）教育振興費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

4,500 △ 1,000 3,500 0 3,345 51 3,294

  （節名称） （金額）

扶助費 3,345

【事業効果】

経済的な理由から就学困難な児童に対し学用品費等を支援し、義務教育の円滑な実施を図った。

【主な費用概要】 【事業内容】

学用品費等の援助費 認定者102名に対する学用品費等の援助
　（新入学用品費、学用品費、修学旅行費、校外活動費、PTA会費等）

児童の安全確保と安心して学べる学校環境の維持管理を図った。

１０（款）教育費

要保護・準要保護児童就学奨励費（学用品） 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

学校技能員給料 ・学校技能員8名の配置
・学校施設の維持管理
・学校管理備品の整備・更新
・赤野小学校給食搬出入口改修（繰越分）　8,757千円
・小学校プール濾過機ポンプ取替（下山・伊尾木・川北・安芸第一・赤野）　3,118千
円
・川北小学校屋内運動場入口屋根改修他　1,485千円

各校の消耗品、光熱水費、修繕料他

電話代他

電気・消防設備・プール等保守委託

プール濾過機ポンプ取替工事他

学校管理備品購入

小学校管理事務費≪繰越含む≫ 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

308 0 308 0 80 40 40

  （節名称） （金額）

扶助費 80

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

18,135 203 18,338 0 16,643 10,580 6,063

  （節名称） （金額）

需用費 88
役務費 1,460
委託料 1,631
使用料及び賃借料 7,364
備品購入費 3,218
負担金補助及び交付金 2,882

【事業効果】

情報化社会に対応できる人材を育成するため、学校のICT環境を整備することにより、情報教育の推進及び教員の業務改善を推進した。
インターネット、教育用ソフトウェアを活用した多様な授業展開により、児童の理解度の向上につながった。
校務支援システム、文書収受システム等の導入により校務処理の効率化を図っている。

【主な費用概要】 【事業内容】

PC機器周辺消耗品費 ・校内通信ネットワーク整備に係る維持管理
・タブレット端末用ソフトのライセンス管理
・校務系システムの運用保守負担金

通信回線・プロバイダー使用料他

ネットワーク保守委託

学習系端末リース・ソフト等使用料

電子黒板等納入

校務支援システム運用保守負担金

安芸市立小学校の特別支援学級に在籍する児童に対して、学用品費等を援助し、保護者の経済的な負担の軽減を図った。

小学校情報教育推進事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

学用品費等の援助費 認定者10名に対する学用品費等の援助
　（新入学用品費、学用品費、修学旅行費、校外活動費、PTA会費、部活動費等）

特別支援教育就学奨励費（学用品） 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

11,038 0 11,038 0 10,528 10,528

  （節名称） （金額）

需用費 7,449
役務費 167
備品購入費 2,342

【事業効果】

３（項）中学校費 １（目）学校管理費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

5,357 0 5,357 0 3,700 3,700

  （節名称） （金額）

扶助費 3,700

【事業効果】

経済的な理由から就学困難な生徒に対し学校給食費を援助し、義務教育の円滑な実施を行った。

【主な費用概要】 【事業内容】

学校給食費の援助費 認定者76名に対する学校給食費の援助

教育活動に必要な教材や備品等の整備、充実を図った。

１０（款）教育費

要保護・準要保護生徒就学奨励費（給食） 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

各校の教材費等消耗品費他 教育活動に必要な消耗品及び備品等の購入等

ピアノ調律代他

スマート液晶視力計他教材備品購入

小学校教育振興事務費 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

3,991 4 3,995 0 3,994 970 3,024

  （節名称） （金額）

報酬 3,191
職員手当等 759
旅費 44

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

19,962 7,662 27,632 0 22,252 1,170 21,082

  （節名称） （金額）

需用費 15,939
電話代他 役務費 1,193

委託料 3,796
使用料及び賃借料 344

【事業効果】

生徒の安全確保と安心して学べる学校環境の維持管理を図った。

【主な費用概要】 【事業内容】

中学校の消耗品、光熱水費、修繕料他 ・学校施設の維持管理
・学校管理備品の整備・更新

電気・消防設備・プール等保守委託

AEDリース、デジタル複合機賃貸借他

教員が本来の教育活動に専念できるよう専門性を必要としない業務を代わって行うことで、教員の業務負担軽減を図るとともに、生徒への指導や教材研究等に注力できる体制
が推進された。

中学校管理事務費 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

教員業務支援員報酬 安芸中学校に2名配置し、教員の専門性を有しない業務（コピー・教材づくり・電話対
応・データ入力・集計作業など）を支援した。
・安芸中　11ヶ月　週30ｈ　2名

教員業務支援員期末勤勉手当

教員業務支援員通勤手当

中学校教員業務支援員活用事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

32,000 △ 2,000 30,000 0 17,182 17,182

  （節名称） （金額）

報償費 36
需用費 2,080
役務費 115
委託料 4,763
工事請負費 1,588
備品購入費 6,292

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

6,500 △ 1,000 5,500 0 4,877 4,877

  （節名称） （金額）

扶助費 4,877

【事業効果】

経済的な理由から就学困難な生徒に対し学用品費等を支援し、義務教育の円滑な実施を図った。

【主な費用概要】 【事業内容】

学用品費等の援助費 中学生認定者76名に対する学用品費等の援助
　（新入学用品費、学用品費、修学旅行費、校外活動費、PTA会費、部活動費等）

清水ケ丘中学校と安芸中学校を１校に統合し、令和６年４月開校。
新中学校で使用する備品等の追加購入を行い、開校後のスムーズな学校運営ができるよう整備を図った。

要保護・準要保護生徒就学奨励費（学用品） 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

委員報償費 安芸市の次世代を担う中学生の命を守るため、津波浸水想定区域外に新たに移転
統合する中学校を建設し、安全に安心して学べる教育環境を整備する。消耗品費等

案内看板製作手数料他

業務委託

カーテン設置工事費他

ロボット掃除機購入他

中学校建設事業（繰越） 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

602 0 602 0 413 206 207

  （節名称） （金額）

扶助費 413

【事業効果】

３（項）中学校費 ２（目）教育振興費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

5,006 0 5,006 0 4,248 3,406 842

  （節名称） （金額）

需用費 24
役務費 253
委託料 204
使用料及び賃借料 3,326
備品購入費 81
負担金補助及び交付金 360

【事業効果】

情報化社会に対応できる人材を育成するため、学校のICT環境を整備することにより、情報教育の推進及び教員の業務改善を推進した。
インターネット、教育用ソフトウェアを活用した多様な授業展開により、生徒の理解度の向上につながった。
校務支援システム、文書収受システム等の導入により校務処理の効率化を図っている。

【主な費用概要】 【事業内容】

PC機器周辺消耗品費 ・校内通信ネットワーク整備及び維持管理
・タブレット端末用ソフトのライセンス管理
・校務系システムの運用保守負担金

通信回線・プロバイダー使用料他

ネットワーク保守委託

学習系端末リース・ソフト等使用料

数学データベースソフトウェア購入

校務支援システム運用保守負担金

安芸中学校の特別支援学級に在籍する生徒に対して、学用品費等を援助し、保護者の経済的な負担の軽減を図った。

１０（款）教育費

中学校情報教育推進事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

学用品費等の援助費 中学生認定者10名に対する学用品費等の援助
　（新入学用品費、学用品費、修学旅行費、校外活動費、PTA会費、部活動費等）

特別支援教育就学奨励費（学用品） 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

15,827 △ 2,289 13,538 0 11,368 3,779 7,589

  （節名称） （金額）

報償費 100
旅費 37
需用費 29
委託料 2,407
備品購入費 99
負担金補助及び交付金 4,572

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

9,412 9,412 9,411 9,411 0

  （節名称） （金額）

委託料 9,411

【事業効果】

定員100人に対し、107人の登録（年度末）があった。学校の授業外で、個々の学力に応じた学習機会を提供することができた。

【主な費用概要】 【事業内容】

無料塾運営委託 　市内に住所を有する市立安芸中学校の生徒を対象に、学ぶ意欲がある生徒に学
習機会を提供し、日頃の学習に臨む姿勢や家庭学習時間の質の向上の確立につな
げ、なりたい自分になることの手助けや自己肯定感を育むことを目的として、同校敷
地内に無料で利用できる公設民営の学習塾を設置。
　数学と英語を指導教科とし、毎週土曜日の午後に定期開催。利用者は隔週で２時
間利用できる。（夏季・冬期期間中は別途対応）

教育活動に必要な教材や備品等の整備、充実を図った。
外部講師を招致することで、普段とは違った活動や指導を受けることにより部活動の充実を図った。

無料塾運営事業 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

部活動外部講師謝金 ・教育活動に必要な消耗品及び備品等の購入等
・芸西中学校教育委託費（前年度分支出　R6　安芸市生徒数5名）
・部活動に外部講師を招致（野球部・卓球部　各1回）
・部活動への活動補助。（3,500千円）
・安芸駅・安芸市立安芸中学校間の通学手段としての自転車等購入費を補助。（2
名）

部活動外部講師旅費
中学校の教材費等消耗品費他

芸西中学校教育委託費

ポスタープリンター、楽器等教材備品

中学校部活動補助金、自転車等購入費補助金

中学校教育振興事務費 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



４（項）社会教育費 １（目）社会教育総務費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

7,292 △ 496 6,796 0 4,563 696 3,867

  （節名称） （金額）
報償費 162
報償費 900
報償費 819
委託料 660
委託料 228
負担金補助及び交付金 1,000

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

3,122 △ 220 2,902 0 2,545 2,148 397

  （節名称） （金額）

委託料 2,211
需用費 139
需用費 99

【事業効果】

弘田龍太郎生誕の地として「童謡の里あき」を市内外にアピールすることにより。観光客等の集客が図られた。

【主な費用概要】 　【事業内容】

コンサート企画制作実施委託 ・市内10ヶ所に点在する童謡曲碑の維持管理を行い、「童謡の里づくり」の活動を推
進していく。
・市制施行70周年記念コンサートの実施　令和7年1月25日開催　来場者350名
・童謡にまつわる資源の維持管理・修繕

コンサート　チラシ・ポスター印刷

曲碑音声ガイド修繕

１．生涯学習講座では、市民各層の見識を広め、知識と教養を高めることができた。
２．安芸市美術展覧会では、芸術への創作意欲を高め、観賞することにより、心豊かな人づくりを進めることができた。また、小中学生には美術教育の一指針となった。
３．生涯学習学級では、特色ある学習を深めることができた。
４．プロの音楽プレイヤーとの共演により、高い音楽性を間近に学び、次世代を担う人材の育成と地域の芸術文化の振興が図られた。

童謡の里づくり推進事業 生涯学習課　生涯人権学習係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

生涯学習学級講師謝金 １．学習機会の拡充（夏季大学講座、各種団体の育成）
   ･夏季大学講座　5講座　来場者751名
   ･生涯学習学級の開設　7学級　71講座　延べ613名参加
２．芸術文化活動の推進・支援（市展、文化協会活動の支援）
３．各種事務局運営（文化協会、社会教育連絡協議会）
４．成人式運営　令和7年1月3日開催　出席者93名／対象者127名
５．記念コンサートの実施（中学生、地元音楽団体と日本を代表する音楽プレイヤー
の共演）

夏季大講師等謝金

市展審査員・補助員・運営委員謝金

生涯学習（夏季大学）講座講師委託

市展受付業務委託

文化協会補助金（市制70周年記念事業）

１０（款）教育費

社会教育総務事務費 生涯学習課　生涯人権学習係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

46,629 374 47,002 0 43,282 13,872 13,872 15,538

  （節名称） （金額）

報償費 7,430
職員手当等 1,328
委託料 31,140

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

10,642 1,133 11,774 0 9,676 2,108 322 1,692 5,554

  （節名称） （金額）

委託料 3,556
委託料 734
委託料 1,207
委託料 1,183
委託料 836
工事請負費 693

【事業効果】

文化財とその周辺の維持を通じて、文化財の保護・保全に寄与した。
文化財保存活用地域計画の策定を通じて、市民の文化財に対する関心を高め、保全等へ関わる人材の発掘につながった。

【主な費用概要】 【事業内容】

文化財保存活用地域計画作成支援委託 ・文化財保護審議会の開催（2回）
・文化財（埋蔵・天然記念物・民俗芸能・安芸城跡・五藤家安芸屋敷など）の調査・
　保全・保存・継承・活用事業
・文化財保存活用地域活用計画の策定

安芸城跡内他清掃委託

五藤家安芸屋敷他樹木剪定委託

安芸城跡放置木搬出・廃棄委託

書道美術館周辺草刈り清掃委託

安芸城跡藤棚改修工事

放課後の保育に欠ける児童を預かることにより、親が安心して働ける環境をつくり、
児童の健全育成が図られた。

文化財保存事業 生涯学習課　文化財係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

安芸学童保育所支援員・補助員報酬 １．学童保育所の開設（校区：安芸第一小、川北小、土居小、井ノ口小）
２．長期休暇時の校区外児童の受入れ安芸学童保育所支援員・補助員期末手当

学童保育運営委託

放課後児童対策事業 生涯学習課　生涯人権学習係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

11,164 △ 1,123 10,041 0 9,710 5,627 1,298 2,785

  （節名称） （金額）

委託料 801
委託料 759

伝統的建造物群保存地区保存補助金 負担金補助及び交付金 7,825

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

36,132 3,456 39,589 0 36,181 758 35,423

  （節名称） （金額）

報酬 8,530
旅費 423
委託料 15,774
委託料 5,280
委託料 657

【事業効果】

国史跡指定に必要な報告書に必要となる、遺跡及び遺物の整理・記録作業・調査報告書作成準備が進捗した。
瓜尻遺跡の遺物展示や復元想像図の作者による絵画の出前授業を実施して、市民の瓜尻遺跡への興味と関心が高まった。

【主な費用概要】 【事業内容】

会計年度任用職員報酬 ・国史跡の指定に向けた瓜尻遺跡の遺物整理作業と記録、調査報告書の作成準備
・瓜尻遺跡への市民の興味関心を高めるため、歴史民俗資料館で遺物を展示し、穴
内小学校で出前授業（絵画教室）を実施

瓜尻遺跡調査指導委員会委員旅費

瓜尻遺跡出土遺物等整理作業委託

瓜尻遺跡現況地形測量委託

瓜尻遺跡試掘確認調査支援委託

土居廓中地区が重要伝統的建造物群保存地区に選定され、先人達が築いてきた地区の歴史的風致や固有の景観を後世に継承していく大きな原動力となっている。
地区内の伝統的建造物等修理事業を行い、往時の建物を保存・復元することで、保存地区全体の景観を保存することができた。
一般公開の武家屋敷に解説パネルを設置したことによって、来訪者が伝統的建造物群保存地区および野村家住宅について学ぶことができるようになった。

埋蔵文化財発掘調査事業 生涯学習課　文化財係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 　【事業内容】

野村家住宅解説パネル設置委託 ・伝統的建造物群保存地区保存審議会の開催（1回）
・まちなみ保存相談（対面・電話・メールなど９件）
・保存地区内の修理・修景事業（修景2件）
・一般公開の野村家住宅に解説パネルを設置

まちなみ保存修理指導委託

重要伝統的建造物群保存地区事業 生涯学習課　文化財係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



４（項）社会教育費 ２（目）公民館費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

28,553 2,448 31,001 0 30,462 14,400 979 15,083

  （節名称） （金額）

報酬 12,213
職員手当等 3,468
需用費 5,765
役務費 1,215
使用料及び賃借料 1,840

【事業効果】

４（項）社会教育費 ３（目）図書館費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

18,869 258 19,127 0 19,004 32 18,972

  （節名称） （金額）

需用費 4,793
需用費 2,669
委託料 9,663
委託料 1,447

【事業効果】

１．資料展示、お話し会、読み聞かせ等を行い、一般、児童ともに利用者が増加した。　貸出冊数：一般書19,589冊、児童書20,222冊
２．システムを運用し、事務の合理化、利用者の利便性の向上を図った。
３．市に所蔵がない資料について、他図書館から取り寄せ利用者の要望に対応できた。

【主な費用概要】 【事業内容】

図書館資料購入費他消耗品費 １．図書館資料の購入及び貸出等
　・団体貸出、公共図書館間の資料相互貸借
２．図書の紹介（市広報による新刊図書の紹介、「図書館だより」の配布）
３．児童、幼児を対象としたお話の会や読み聞かせ会の開催
　・お話の会（童っ子）　１１回　延べ参加者数１９８名
　・ブックスタート　５５組の親子に絵本配布及び読み聞かせ（9,10カ月健診時）
　・出張読み聞かせ　地域子育て支援センター３回、土居小学校５回

光熱水費

図書館運営業務委託

図書館システム保守委託（ソフト・ハード）

１．公民館を中心とした地域活動を支援し、社会教育の促進を図った。また、活動指導員会及び館長主事会での情報交換により、公民館活動の活性化・充実につながった。
２．公民館講座では、地域と密着した特色ある学習を深めることができた。

１０（款）教育費

図書館管理運営費 生涯学習課　生涯人権学習係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

公民館長等報酬 １．公民館を１８館設置し、公民館長及び主事を配置した。１０館には活動指導員（公
民館長兼務）を配置し、社会教育関係団体の育成及び公民館活動の推進を図った。
２．公民館を拠点とした各種学級、公民館講座を開設した。
　   5公民館　　34講座　　延べ398名参加

活動指導員期末手当

光熱水費

通信運搬費

浄化槽維持管理委託

１０（款）教育費

公民館管理運営費 生涯学習課　生涯人権学習係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



４（項）社会教育費 ４（目）人権教育費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

137 0 137 0 123 50 73

  （節名称） （金額）

需用費 37
役務費 87

【事業効果】

４（項）社会教育費 ５（目）美術館費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

11,389 1,620 13,020 0 12,819 2,263 10,556

  （節名称） （金額）

報酬 4,344
需用費 1,883
委託料 1,303
委託料 732
委託料 469

【事業効果】

安芸市書道振興協議会と連携して一般、高校生と幅広い層の書道展
を開催することで、書道文化振興及び次世代育成につながった。
4市町村連携プロジェクトにおいて、書道文化への関心を高めた。
「書道の里あき」と書道文化への関心が高まった。

【主な費用概要】 【事業内容】

会計年度任用職員報酬 ・第42回安芸全国書展開催（32都道府県、1,092点）
・第21回安芸全国書展高校生大会（22道県、74校、710点）
・安芸市、いの町、三原村、広島県熊野町による連携プロジェクトにおいて、書にまつ
わる多彩な展示とワークショップを開催
・常設展示、テーマ展

光熱水費

作品寄贈に係る運搬委託

ホームページ開設委託

機械警備委託

学校教育と、社会において有為な人材の育成に寄与するための奨学資金について、所得状況による減免を行うことで地域住民の生活の安定や福祉の向上につながった。

１０（款）教育費

美術館管理運営費 生涯学習課　文化財係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

消耗品費（コピー代） 奨学資金貸付の支払い免除事務

通信運搬費（電話代・切手代）

１０（款）教育費

地域改善対策進学奨励金給付等事務費 生涯学習課　市民館

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 総計 

6 年度 112 92 626 597 312 80 91 176 66 198 312 315 2,977 

5 年度 137 117 468 593 359 112 186 399 124 62 89 79 2,725 



４（項）社会教育費 ６（目）歴史民俗資料館費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

16,859 △ 4 16,844 0 15,661 3,009 12,652

  （節名称） （金額）

印刷製本費 需用費 1,049
需用費 1,529
委託料 1,353
委託料 737
備品購入費 471
負担金補助及び交付金 514

【事業効果】

４（項）社会教育費 ７（目）女性の家費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

7,509 41 7,550 0 7,200 644 6,556

  （節名称） （金額）

報酬 3,816
職員手当等 1,402
報償費 441
需用費 933
委託料 144

【事業効果】

【主な費用概要】 【事業内容】

会計年度任用職員報酬 １．自己啓発や社会参加のための研修や学習機会の実施及びレクリエーションや健
康
　　づくりの機会の提供
２． 登録団体：246団体　385名登録：令和7年3月末現在
３．安芸市連合婦人会業務
４．女性の家だより発行　（№105～№107)
５．常掲展（ロビー）の開催（1か月に1回程度作品の入替え）

会計年度任用職員期末手当

主催講座講師報償費

光熱水費

施設管理委託

歴史と文化に関する拠点施設としての機能を発揮し、教育効果を
もたらし、学術及び地方文化の発展、観光振興に寄与した。
関係団体やボランティアガイド、高校生の協力を得て特別展の関
連行事を開催し、市民と来訪者の歴史と文化への関心を高めた。

１０（款）教育費

女性の家管理運営費 生涯学習課　生涯人権学習係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

・コレクション展、特別展（安芸の鉄道展、安芸のおひなさま）の開催
・資料の収集、保存（寄贈、寄託、資料の記録保存）
・教育普及（安芸市広報等、印刷物への記事掲載、学校との連携、資料の閲覧等）
・五藤家安芸屋敷の活用（一般利用10件、市11件）
・ＳＮＳを活用した安芸市の歴史と文化に関する情報発信

光熱水費

吉田左源二「鳳凰來儀」展示治具作成委託

歴史民俗資料館ホームページ更新委託

温湿度記録計等購入

歴史文化施設館内ガイド配置

１０（款）教育費

歴史民俗資料館管理運営事業 生涯学習課　文化財係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 総計 

6 年度 214 235 239 219 188 296 448 444 238 336 554 398 3,809 

5 年度 233 269 226 230 204 230 235 350 121 118 277 415 2,908 



・自己啓発や社会参加のための『研修の場』及びレクリエーションや健康づくり等の『交流の場』として活用されており、女性労働者の福祉の増進につながった。
・主催講座においては、前期（7講座、417人）と後期（4講座、182人）、特別講座（4講座、93人）を開催し、692名の参加があった。
・女性の家利用状況：利用回数 1,069回、利用延団体数 416団体、利用延人数 10,034名
・女性の家常掲展（ロビー）：12ヶ月で9展示、合計548点



５（項）保健体育費 １（目）学校保健費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

2,360 0 2,360 0 1,845 4 1,841

  （節名称） （金額）

需用費 14
役務費 1,794
使用料及び賃借料 33
負担金補助及び交付金 4

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

1,149 0 1,149 0 781 781

  （節名称） （金額）

需用費 6
役務費 775

【事業効果】

健康診断の実施や飲料水等の水質検査等を実施し、病気や感染症を予防することにより、生徒の健康維持と健康管理を図った。
学校教育を円滑に実施するため保険に加入し、学校管理下において生じた負傷者等に対して給付金を支給した。

【主な費用概要】 【事業内容】

就学児健診消耗品他 ・フッ素洗口の実施
・児童生徒、教職員健康診断の実施
・プール水質検査手数料（81千円）
・スポーツ振興センター共済保険への加入（239千円）

尿検査・心臓等健診手数料、保険料他

健康診断の実施や飲料水等の水質検査等を実施し、病気や感染症を予防することにより、児童の健康維持と健康管理を図った。
学校教育を円滑に実施するため保険に加入し、学校管理下において生じた負傷者等に対して給付金を支給した。

学校保健事務費（中学校） 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

就学児健診消耗品他 ・フッ素洗口の実施
・児童生徒、教職員健康診断の実施
・プール水質検査（651千円）
・スポーツ振興センター共済保険への加入（504千円）

尿検査・心臓等健診手数料、保険料他

学校医送迎タクシー代他

高知県学校保健会負担金

１０（款）教育費

学校保健事務費（小学校） 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

155,397 7,932 163,329 10,000 151,082 2,200 6,900 61,475 80,507

  （節名称） （金額）

需用費 75,040
役務費 1,150
委託料 66,616
使用料及び賃借料 39
工事請負費 786
備品購入費 7,314

【事業効果】

５（項）保健体育費 ２（目）体育振興費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

5,007 △ 73 4,911 0 4,185 202 46 3,937

  （節名称） （金額）

報酬 612
報償費 104
需用費 752
委託料 404
負担金補助及び交付金 1,397
負担金補助及び交付金 800

【事業効果】

財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

スポーツ推進委員他出務報酬 ・ニュースポーツの普及や指導者の育成を図るため、スポーツ振興審議会やスポー
ツ推進委員会、ニュースポーツ体験会を開催
・安芸市体育会やタートルマラソン全国大会等へ補助金を支出し、関係団体との連
携・協力により各種大会を開催

市長旗中学選抜野球大会審判員報償他

各種大会消耗品・賞品他

子どもスポーツ体験教室委託

安芸市体育会補助金

安芸タートルマラソン全国大会補助金

市立８小学校の児童及び１中学校の生徒等に給食を提供するとともに、学校給食法に示された７つの目標（健康の保持増進、望ましい食習慣、社交性や協同の精神、生命や自
然の尊重、勤労を重んじる態度、食文化への深い理解、食料の生産・流通と消費への正しい理解）の達成を目指した食育を推進した。
地元食材を積極的に取り入れ地産地消の推進及び児童生徒への興味・関心を育んだ。
児童・生徒や保護者、地域住民に学校給食と食育に対する理解を深めてもらうために、毎月、献立表・レシピをHPに公開し、３月広報に特集記事の掲載を行った。

１０（款）教育費

体育振興事業費・タートルマラソン運営事業費 生涯学習課　スポーツ振興係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費

【主な費用概要】 【事業内容】

賄材料費、光熱水費、修繕料他 ・小中学校の完全給食の実施、赤野小給食施設廃止・給食センターへ統合（Ｒ6.9月）
・給食実施回数　（給食センター 194日、井ノ口 185日、川北 187日）
・給食実施 　（小学校8校 541名、　中学校1校 258名）
・調理等業務委託64,240千円、
  光熱水費10,971千円の内訳　(電気6,897千円、ガス2,692千円、水道 1,382千円）
  賄材料費 60,708千円

食品検査、腸内細菌検査料他

調理等業務委託、警備委託他

AEDリース料

学校給食センター排水溝等塗装工事

学校給食センター配送車購入他

学校給食施設管理運営事業≪繰越含む≫ 学校教育課　学校教育係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



安芸市体育会等の体育組織と連携・協力して、各種大会やスポーツ教室等を開催することで、市民がスポーツに親しむ機会を提供し、スポーツ人口の拡大を図っている。
健康増進や生きがいを見いだす生涯スポーツは「地域総合型スポーツクラブNPO法人来楽部あっきぃーな」が主体となりスポーツ教室を開催することで、多様なニーズに対応す
ることができた。
小学生を対象とした様々なスポーツを体験できる教室を開催することで、自分にあったスポーツを発見することやスポーツに興味を持たせる取組ができた。



【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

14,725 176 14,924 0 14,863 7,200 7,663

  （節名称） （金額）

需用費 674
委託料 3,615
負担金補助及び交付金 550
負担金補助及び交付金 4,950
負担金補助及び交付金 2,396
負担金補助及び交付金 2,022

【事業効果】

５（項）保健体育費 ３（目）体育施設費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

62,663 55,528 118,191 56,500 61,318 14,900 25,989 20,429

  （節名称） （金額）

需用費 8,593
需用費 3,857
委託料 8,597
委託料 1,041
工事請負費 29,700

【事業効果】

体育施設の維持管理を図りつつ、計画的に修繕・改修を実施することにより、安全・快適に利用できるスポーツ環境整備を提供することができた。
老朽化が進んでいた野球場内野部分のラバーフェンスの改修工事を行い、利用者の安全性が向上した。

【主な費用概要】 【事業内容】

体育施設光熱水費 ・安芸市総合運動場ほか体育施設（体育館、武道館）の適切な維持管理
・阪神タイガース秋季キャン受入体制の充実を図るための施設整備、業務委託の実
施

体育施設・設備等修繕

安芸市体育館等管理運営業務委託

球場他設備保守委託

球場内野防護マット改修工事

2月から本格シーズンとなるスポーツ合宿団体へ補助金を活用することで合宿団体の継続合宿に繋がり、「スポーツキャンプ地」としての認知度向上及び地域の活性化を図った。
（12団体　市内総宿泊数3,401泊）
11/1～17　藤川新監督体制になったこともあり県内外からの多くのファンが来場者した（32,250人）阪神タイガース秋季キャンプでは、警備等業務委託によりキャンプ受入体制の
充実を図った。

１０（款）教育費

体育施設管理運営費 生涯学習課　スポーツ振興係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費

【主な費用概要】 【事業内容】

安芸市・高知県冠協賛試合来場者ノベルティ他 ・全日本大学女子硬式野球大会等へ補助金を支出し、関係団体との連携・協力によ
り各種大会を開催
・阪神タイガース秋季キャンプ時に円滑なキャンプ運営ができるよう警備員等を配置
・スポーツ合宿支援事業費補助金を活用し、安芸市総合運動公園を活用した「ス
ポーツキャンプのまちづくり」を推進
・9/3安芸市と高知県が協力し冠協賛試合を甲子園球場で開催することによって、
キャンプ地安芸のPR及び秋季キャンプへの観光客誘客を図る（観客数42,618人）

阪神タイガース秋季キャンプ警備・駐車場整理他委託

四国アイランドリーグ公式戦開催補助金

市制70周年記念安芸市・高知県冠協賛試合協賛費

全日本大学女子硬式野球選手権高知大会補助金

スポーツ合宿支援事業費補助金（12団体）

スポーツキャンプのまちづくり事業 生涯学習課　スポーツ振興係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳



６（項）教育諸費 １（目）育成センター費

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

4,312 △ 166 4,151 0 3,822 792 3,030

  （節名称） （金額）

報酬 1,285
職員手当等 382
報償費 1,188
報償費 279
負担金補助及び交付金 200
負担金補助及び交付金 9

【事業効果】

【事業名】 【担当課名】 （単位：千円）

国 県 地方債 その他 一般財源

5,752 △ 1,334 4,413 0 3,819 2,237 1,582

  （節名称） （金額）

報酬 864
職員手当等 399
報償費 2,061
報償費 40

【事業効果】

小学校や公民館を活動拠点として、多くの地域の人々の参画により、地域ぐるみで子どもを育む環境を作ることができた。

【主な費用概要】 【事業内容】

会計年度任用職員報酬 放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用し、子ども達が地域社会の中で、心
豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進するために、放課後子ども教室（あきっ子
クラブ）を開催した。
・実施地区等（8拠点）伊尾木、川北、井ノ口、穴内、赤野、本町、第一小、育成ｾﾝﾀｰ
・開催回数：289回、参加延人数3,901名
・実施内容：本の読み聞かせ、ゲーム、スポーツ、将棋、折り紙、宿題等

会計年度任用職員期末手当

支援員・講師報償費

運営委員会報償費

・関係団体との連携により、自然体験やスポーツ活動等の各種イベントを開催し、青少年の健全育成に寄与した。
・子どもたちの見守り活動や補導活動等を行うことにより、犯罪・非行等の抑止効果を高めた。
・白ポストの日（毎月月末）に有害図書を回収し、健全育成の意識の向上に寄与した。

放課後子ども教室推進事業 生涯学習課　生涯人権学習係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳

【主な費用概要】 【事業内容】

会計年度任用職員報酬  １．青少年の健全育成活動の推進
 ２．防犯活動強化
　 　スクールガードリーダー（3人）による登下校等の見守り
 ３．補導活動の強化
 　　昼間パトロール：週１回　夜間パトロール：月１回　花火補導：年1回
 ４．相談活動及び広報活動

会計年度任用職員期末手当

スクールガードリーダー報償費

定期補導、常任補導委員会報償費

安芸市子ども会連絡協議会補助金

青少年育成安芸市民会議補助金

１０（款）教育費

育成センター事業費 生涯学習課　生涯人権学習係

当初予算額 補正予算額 最終予算額
(流用等含む)

うち
次年度繰越額

決算事業費
財 源 内 訳


